
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

筑前国怡土庄故地現地調査速報

服部, 英雄
九州大学大学院比較社会文化研究院 : 教授

https://doi.org/10.15017/1520164

出版情報：1999-12-31. 服部英雄研究室
バージョン：
権利関係：



前 原 市高祖・大門

学部3年荒木正帆

学部3年久保田 薫

話者：藤山勲氏（大正12年生）（高祖）、平野博氏（作出）、阿部資守氏（大正12年生）（大門）

く高祖〉

〔地名〕

oヤマダー・上高祖

0クルマドコ…子供の頃、水車があった（榎木町）。

0シタグルマ…大門の共同水車で、米や麦をついていた。榎木町。

0クズマチ…榎木町、藤山さん宅の下。

oカサマチ…屋敷の内の下の畑。

0 コフカタ…大門と高祖の境にあるO クボタか？二毛作の乾田で人が集まりやすい所。

，古文書にあるトウシデン、クワノデン、ミゾハザ、マについては「キカンごとあるです
oトウシデン｜

｜ね」とのこと。
oクワノデン｝

｜新聞記者のリュウケイさんには文書があった。私が区長になって20年になるが、区有
oミソハザマ｜

の古文書は何もなかった。ヒツはあるが、大正からこっちの新しいものばかり。

oオチアイ…川と川がぶつかるところ。潮井川と川原川にもある。井ゼキがあり、ウラガワラ（福岡・

周船寺）と呼ばれている。ケンザキのことO

0クヌギの上グミ 下グミ…屋敷。

oウラガタ…浦、東谷の右斜め上。ネオイ（如意）。

0ツワリ…小学校の境で、現在は農家 1軒。耕地が入り込んでいる。

oヲコシ…大門の横。御輿。

o六ノ坪－－－湧き水で原野状、どじょうがたくさんいるO

o井原・一六ノ坪。川で分けていたが、川の形が変わってしまったため。

o宇土溜池…昔も現在もあり、潮井川でまかなう。

o西ノウド…田に水が入ると自然に水が湧き出す。

〔井ゼキ①〕

0マツモト…学校までの右岸。

oイイヅカ…学校までの左岸、 30町ほど。中縄手の方に水がし1かないので、終戦頃パイプ圧力により

吹き上げ、高い田に水をひくようになった。

oナカガワライデ…野添の下、福丸橋の上。

oツクンデoセンジョウ（池）…早良の境でカワバルの上。昔は高祖のものだった（し、つゆずったのか

は知らなし＼）。

oオウマル…普段は西ノ堂が使う。

oアンゾウジー－池ではない。王丸から水をもらう。末永に高祖があげた。干ばつの時は区長さんにか
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けあい、酒をもっていって役員会を開いてもらう。代表で区長が交渉し 1週間毎に 1

日水をもらう。このときの取り決めの文書は現在残っていない。

oアンゾウジ…米（年貢）を末永にもって行く。水とおし料、水床米という。

o水トコ米、溝トコ代…高祖が末永に毎年払う（現在はよく分からない）。かんばっ時のみ使用

作出（つくんで）が受益。

〔更に日照りが続くと？〕

0コウチ水…カワバル（井ゼキ）を解いてもらう。溜池とコウチ水を一緒に抜く。向こうがひにちを

決め、こちらはしめとお礼をする。

今：農業委員会に電話する。

昔：酒を持って区長、委員をまわる。

10年に 1度はあったO 最近ではおととし (1994年）にあった。

〔宇土溜池がダメだったら？〕

高祖には6つの溜池があるO

北から、シンヅツミ、ヤマイヌノ、コンゴウ、クヌギ、ホッタ（ウラカ夕、マツモトの下）、

マツモト（如意）

〔井ゼキ②〕

o上川原井ゼキ 0コジロシイデ…平町、中川原の左上。 oオリクチ井ゼキ…榎木町井手という。

oフクマル 0マツモト…イイヅカの右下。干ばつ時の井ゼ、キ使用の取り決めなし（だから、イイヅ

カが使い切っても文句はいえない）。川が低っかけん、また川さヘ出ますからO

＊井ゼキは個人所有のものもあった。

藤山さんはオオカワライデ所有 (1人で8反ほど。下の 4～5町ほど）。

oツルダイデ…一番ヒの井手、ツッタ井手。終戦後50年間放置。

oその下がウエオオカワラ）
｝右岸

シタオオカワラ！

oイバラノイデ…左岸

oカナクチ…下オオカワラの下、小学校から水道。

〔小字：その他〕

o立山一・末永。クヌギの横。部落名。

o恰土城… 1番地。固有。下草を刈る仕事。雑木林は薪炭材に払い下げ。終戦まで木炭を焼いた。

o木野（キリノ）…30年前畑焼（ハタヤキ）。高祖でもやった。川原あたりも。木を切った後に大根・

里イモを植えると木が太る。

「0中縄手…良田。賃貸価格 1反当たり 3俵。よかとは3俵半。 8俵とれたら 5俵は自分のもの

け 現在は 1俵半（ 2万円程度）で少ないので、小作する人は少なく、委託制（ 3年）。

I Lo六ノ坪…井原。昔は原野だった。

L惨現在は整備されているので賃貸料は一律。
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o神社殿 ）お宮の田には名称はい。

o大宮寺（お宮）｝一番田、二番目などを呼ぶ。

o金龍寺＼ ） （普通は行事名で「二月田」など呼ぶ）

可大宮司か？

o深い所…坪とし1う。

0ツクンデ－－－平野ヒロシさん l人が住んでいる（？）。

oアンゾウジ－－－チカラさんがよく知っているが死んだ、o

o山田…一毛作の上高祖。昔はミカンヤマだった。

0コウライジマワリー・金龍寺裏。

o山、固定公園、史蹟…土地を売れない、宅地にできない。前原町に安く売るしかない。

例）百姓農業公園（オオカワラ右岸） 史料館（オオカワラ左岸）

〔高祖神社にちなんだ字名〕

oイヤ山…東谷 o大鳥居・小鳥居 o幸神社、庚神社、浦方の天神 o神田…六ノ坪

く作出（ツクンデ）〉

o中縄手… 7～8等田、米は 1等米。荒廃地を開田した。

今は耕地が厚く、 1番 1等。（水利と土地で決め、最低は12等）

o陣ノ内・山田...1等。ウラ方、ネオイ（如意）のこと。

oツルダ・・・水害で川が蛇行しているからO しこ名はショウズO

出水、遊水。

0キー田

o御国（ミクニ）…県道のミダの近くの史蹟塚。末永遺跡と呼んでいるが、戦争でなくなり、今はない。

o六ノ坪…ショウズの上。末永・野添にもあった。しこ名は作出（ツクリデ）組合。正式には大字高祖。

oキョウデノウチ…基盤整備の際、遺跡発見。江戸の終わりから明治初めにかけて。祖父から聞いた

o井原 1号群

。ヵナクチ東・西－－－オチアイというよりはむしろこう呼ぶ。

oミソハサマ・・・？

0クワノモト…よく分からないが、保育園の西、小学校の前をヲコシと呼んでいて大門の人が耕して

いるO ここのことではないか（聞いたことはある）。

末永では条里に合わない。川原水をもらっている。

0シロイシ・・・ここもよく分からないらしく、クヌギの上ではなし1かとのこと。

0ゼ、ンジョウジ…藤山さんの話のセンジョウ池と同じ。

0クギマチ）

0クズマチ｝藤山さんのいったしこ名をあげたが、平野さんは知らないといわれた。

oカサマチ）

0コブカタ…小さいクナナ（ドブ田）で底なし沼のようなものO 悪ささえすりや小深田境にやるぞ。

村八分になったりした時の話。

0タナカ…小学校の近くの川の合流するところではないか。

円。円。



0コウチ水…河内と書く。ノゴウチとも言う（平野さんも昔は耕地と書くと思っていたらしい）。

ふだんは早良郡に流れる。潜在的な水利権がこっちにある。

コウチの主体はオウマル。カワバル（川原）とノゴウチ（野河内）は一緒に相談。

「コウチ水と一緒に相談せえ」

羽織袴で酒をもってお願いにまわる。

0長崎裁判…明治時代、アンゾウジ水の件のことで起こる。

内田大作（高祖）さんに文書があるという話。

文書を公開してもらっていないので、どういう過程を踏んだかは分からないが、おそら

く負けたのだろう、とのこと。

アンゾウジの水は口伝で約束することがあるそう。

ただ、上の土地の人が取りすぎたら罰則として 1日下がもらうオイヌベがある。

く大門（小深田）〉
0ヲコシ…高祖にっくりに行く。

0カナグチ

0タナカー・聞いたことがない。所有者の姓からきいたのでは？

0ツルダ…水のとりあいで有名。アンゾウジ。西ノ堂・高祖・末永が水をめぐって争う。

0クワノモト・・・分からない。

0カミノマエ…お宮の跡地。ほんのちょっとの面積しかない。

o高祖は大庄屋で城下町、御輿は小姓中心。

＊大門の地図が私たちの分はなかったので、正しく把握しておらず、申し訳ありません。

染井

ウシロ川

阿部さん宅

＼マエ川

位置が分かりにくかったが、
以前は大雨が降るとゲタが浮く
ほど床下浸水が多かった。

大門口

コプカタ…もとは堀
（城壁）

② コブカタイデ…潮井川利用

③ ゴウサイデ

⑤ ウシロガワイデ…大門20町ほど。

その他

oナカイデ…高来寺。

oカワライデ…福岡市宇田川
水利強い

o周船寺川が水利が弱いので利用する人は少ない。

o地頭給…よく分からないが、多分ない（知らない）。

o大門井ゼキもあるとのこと。
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〔屋号〕（平野さんから瓦屋があったことを聞いたので、尋ねたところ）

三雲屋、王丸屋、魚屋、ヤマジン（山崎甚吉）、旅館、役場など

客馬車…昔は周船寺まで馬車が行っていた。

本通り…客馬車が通っていた道。

〔阿部家は大門を中心に分家した〕

マサユキ（1）、スケモリ（2）一→3軒更に分家。但し本家はない。庄屋だった中村、松浦家もそう。

o浄福寺・・・真宗。

o地頭屋敷…大門にはなかったと思う。恐らく高祖にはあったと思う、とのこと。

0 恰土城・・・礎石。

恰土城水門…ケンショウと呼んでいる（水門のことかその当たりかはよく分からない）。

家を建てる時に石を抜いたので、壊れてしまった。「もうかたん（型の）なかごとあるな」

有名だったらしく九大の教授も良く来ていたらしい。

o如意観世音…法華宗

o金龍寺に子供の頃お彼岸モチを持って行っていたが、迷うごとある道だった。

o阿部さん宅の裏（ちょっと行ってから入る小道）から水門の方ヘ行けたらしい。薮が深く今回行き

かけたが、先生の判断のもと中止した。

く感想〉

文学部国史学科3年荒木正帆

現地の人々にお話をうかがうのは 2回目なのでそれほど緊張などなかった。私たちは事前準備をそれ

ほどやったわけではないが、それでも史料に載っていても「知らない。聞いたことがない。」と言われ

たり、逆に初めて耳にする情報を得られたりと、文献だけでは味わえないおもしろさを感じることがで

きた。史料館で見たクシフル山にしても風土記の説明と全く違っているO ただ、やはりお年寄りに聞か

ねば分からないこと、人間なんで、複数の人から聞いて正誤判断しなければならないことなど、時間が

かかる作業ではあるが、早く取りかからなければ情報が失われるおそれがあるなぁと思った。

一番正直な感想は条里（図里）の復元は本当に難しいということでした。

文学部国史学科3年久保田薫

当日はとても暑く空模様も心配で、結構疲れてしまいました。お話をうかがった 3人の方達が、皆、

いろいろなことをよく覚えていらっしゃったのに驚きました。勉強不足のため、服部先生と相手方との

話を横で聞いても分からない部分が多かったです。

※後日、菊池大（大正11年生、高祖）、大神豊（大正10年生、相）より関取調査を行った。次頁地図の

井堰名等はその成果である。（服部）
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